い 残しました。 

「こ いづば 鹿 さ 呉で やべ か。 それ、 鹿、 来て 喰」 と嘉 

十 は ひとりごと のように 言つ て、 それ をう めばちそう 

の 白い 花の 下に 置きました。 それから 荷物 を また 

しょって、 ゆっくり ゆっくり 歩き だしました。 

と y J ろが 少し 行 つたと き、 嘉十 はさ つ きの やすんだ 

てぬぐい 

ところに、 手拭 を 忘れて 来たのに 気がつきました ので、 

急いで また 引つ 返しました。 あの はんのきの 黒い 木立 

ち ど 

が じき 近くに 見えて いて、 そこまで 戻る ぐらい、 なん 

の 事で もない ようでした。 

けれども 嘉十は ぴたりと たちどま つてし まいました。 



それ はたし かに 鹿の けはいが したので す。 

ぴき しめ 

鹿が 少 くても 五六 疋、 湿つ ぼい はな づ らを ずう つ と 

延ばして、 しずかに 歩いて いるら しいので した。 

嘉十 はすす きに 触れない ように 気を付けながら、 

つ まだ ふ 

爪立て をして、 そっと 苔 を 踏んで そっちの 方へ 行き ま 

した。 

たしかに 鹿 はさつ きの 栃の 団子に やつ てきた のでし 

た。 

しか だ の ど 

「は あ、 鹿 等 あ、 すぐに 来た もな ご と 嘉十は 咽喉の 中 

で、 笑いながら つぶやきました。 そして からだ を かが 

めて、 そろり そろり と、 そっちに 近よ つて 行きました- 



も 鹿 はやつ とまた 気 を 落ちつけ たらしく、 また そろり 

そろり と 進んで、 とうとう 手拭まで 鼻 さき を 延ばした _ 

こ つちで は五疋 がみん な ことり ことりと お 互にう 

なず き 合って 居りました。 そのと き 俄かに 進んで 行つ 

さお だ おど 

た 鹿が 竿 立ちに な つ て 躍り あが つ て遁げ てきました。 

「何して 遁げ できた ご 

き ぴゎリ 

「気味 悪ぐな てよ ご 

いぎ つ 

「息 吐で るが ご 

いぎ おど さ くぢ 

「さあ、 息の 音 あ 為ない がけ あな。 口 も 無い よう だけ 

あなご 

「あだま あるが ご 



ように、 頭 を かくつ と 動かしました ので、 こっちの 五 

疋が はねあがって 笑いました。 

向う の 一疋 は そこで 得意に なって、 舌 を 出して 手拭 

を 一 つべ ろり と 嘗め ましたが、 にわかに 怖くな つたと 

みえて、 大きく 口 を あけて 舌 を ぶらさげて、 まるで 風 

のように 飛んで 帰って きました。 みんな も ひどく 愕ろ 

きました。 

「じ や、 じ や、 嚙 じらえ だが、 痛ぐ したが ご 

「プ レレ レレ レレ。 I 

ニノ ノ IN ノリ IN ノ 」 

「舌 抜 がれ だが ご 

「。フ レレ レレ レレ。 | 

ニノ ノリ ノノノノ 」 



^の だんご は 結構 だが 

とな リ にい からだ ふんな がす 

ばんべ 

青 じろ 番兵 は 気に かがる。 

青 じろ 番兵 は ふんに や ふに や 

吠える もさない ば 泣ぐ もさない 

や 

嗜 せで 長くて ぶ ぢぶぢ で 

どごが 口 だが あだま だが 

ひでり あがりの なめぐ じら ご 

走りながら 廻りながら 踊りながら、 鹿 はたびた び 風 

のように 進んで、 手拭 を 角で ついたり 足で ふんだり し 

ました。 嘉 十の 手拭 はか あいそうに 泥が ついて ところ 
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